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The Effects of Physical Endurance Training on Aerobic Work Capacity In 
Middle-Aged Mentally Retarded Males and Females 

Shnkoh HAGA, Mitsumasa MlYASHITA, Kyoko KAKIZAKI, Yoichi KATO, Kunio YAMANAKA, 

Etsuo UEYA, Tokuei KAKIZAKI, Sunao HIRAI, Noboru HAGA and Sanshiro OISHI 

The purpose of this study was to know the effects of physical endurance training upon maximal oxygen 

intake (t02max.) and cardiorespiratory responses of submaximal exercise in mentally retarded persons. 

Subjects were 9 males aged 21 to 49 years,average 34.6 years, ranging in IQ score from 22 to 51 (mean values : 

33.7), and 7 females aged 25 to 54 years, average 32.9 years, ranging in IQ score from 29 to 75 (mean values: 

40.4). Douglasbag method was used for measurement of the maximal oxygen intake by progressive loading 

technique on bicycle ergometer. Physical endurance training consisted of endurance exercise by walking, 

running, dance, soccer, bicycle etc. for one hour per day on three days per week for four months. The results 

obtained were as follows : 

1 . Body weight was not changed in male and female groups. 

2 . Maximal oxygen intake and maximal oxygen intake per body weight were not significantly changed male 

and female groups. However, in the maximal oxygen intake per body weight, four male subjects were 

increased about 20-35 persent, another five subjects were not increased. And, in female, one subjects was 

increased, however another subjects were not changed. 

3 . Maximal heart rate over the level of 180 beats/min was shown by one subject in male group, however, 

another subjects of both groups were low down than it's level. Maximum heart rate of pre and post trainig 

was not changed in both groups. 

4 . Performance (exhaustion time) was significantly increased in both groups. 

5 . In cardiorespiratory responses of submaximal same load, oxygen intake and ventilation was not changed 

in pre and post training, however, heart rate of post training was shown the case of increasing and the case 

of decreasing. 

6 . There was no significant correlation between IQ score and maximal oxygen intake per weight from pre 

training values, and there were same tendency between the increasing rate of maximal oxygen intake per 

weight and IQ score. 
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　1　緒　言

　精神遅滞者の体力や運動能力については，学校

体育や社会的自立，あるいは生涯における日常生

活の管理の面から重要な課題と思われる。

　精神遅滞者の場合，これまでの報告2S〕では，幼少

期における死亡率やその後の生存卒も短いことも

知られているが，近年では医療水準や食糧事情等

の面から，平均寿命の延長がみられる傾向にある。

こうした中で，草野は精神薄弱児の発育と運動の

発達の面21〕および体育指導上の点22）から，矢部は精

神遅滞者の体カテスト・運動能カテストの面39〕か

ら，吉沢40〕，野村32〕たちは精薄児童・生徒の有酸素

的作業能について検討している。それらの結果，

健常者よりも身体諸機能は低下していることが指

播されている。し・かし，重度の者にいた一づての報

告は皆無に近いS8〕。これに加え，精神遅滞者に関す

る研究の中で，トレーニング効果を検討すること

は，これらの体力改善をはかる上で重要なもので

Tab1e1，Physica1and　menta1characteristics　at
　　　　pre　and　post　physica1training（ma1e）

Subj．　　　　　Age　I．Q　　Height

　　　　　（yearS〕　　　　（Cm）

A．F　pre　　21　　22　154．6
　　Post　　　　　　　　　　　153．8

T．I　pre　　24　　24　170．7
　　post　　　　　　　　　　　171．1

T．S　pre　　29　　34　160．4
　　post　　　　　　　　　　　160．4

Y．Y　pre　　31　　34　160．3
　　POst　　　　　　　　　　　160．5

H．K　pre　　32　　51　164．O
　　post　　　　　　　　　　　165．1

Ta．N　pre　　36　　38　148．7
　　Post　　　　　　　　　　　148－9

M．S　pre　　43　29　161．2
　　Post　　　　　　　　　　　162．O

To．N　pre　　46　　36　153．4
　　POst　　　　　　　　　　　152．7

T．A　pre　　49　　35　154．2
　　POst　　　　　　　　　　　153．7

Mean　pre　　34，6　33．7158．6
（SD）　　　　　（9．08）（8．01）　（6．23）

　　post　　　　　　　　　　　158．7

　　　　　　　　　　（6．61）

Weight
（kg）

46，1

44．2

62，1

70．6

59，8

53．2

48，9

48，4

57，4

56．O

46，0

44，8

54，9

50．1

58，4

57．6

54，9

52，9

54．3
（5．61）

53．1
（7．53）

L．B．M

（％）

86，8

88．3

88，8

88．6

89，0

89．6

88，0

89．3

89，3

90．O

90，1

90，4

90，0

90．9

86，3

87．3

88，5

88．6

88．5
（1．24）

89．2
（1．07）

T．B．F

（％）

13，2

11．7

11，2

11．4

11，0

10．4

12二0

10，7

10，7

10．O

9．9

9．6

10．0
9．1

13，7

12．7

11，5

11．4

11．5
（1，24）

10．8
（1．07）

ある。草野たち25〕は，12－13才の精神遅滞者22名（I．

Q平均値：46．も）を対象として，3ヶ月の全身持久

性トレーニング効果を検討している。また，浅野

たち2〕は，草野たち25〕の被検者年齢よりも大きい16－

25才までの青年層の者8名（I．Q平均値151．4）を

対象としてその効果をみている。

　そこで，本研究では，これらの先行研究を参考

にし，精神遅滞者の全身持久性トレーニング効果

を検討することを目的とした。特にその中で，こ

れまでの報告よりも年齢が高い（中年層）場合の

検討，また，I．Qが低く，比較的重度の場合のトレ

ーニング効果の検討，および，それらの性差につ

いて検討することを目的としている。

　l1方　法
　1．被検者

　被検者の年齢，I．Qおよび身体的特性および体組

成については，男子の場合表1に，女子の場合は

Tab1e2．Physica1and　menta1characteristics　at

　　　　pre　and　post　physica1training（fema1e）

Subj．

S．K

T．T

Si．K

M．T

E．I

H．K

K．Y

　　　Age　I．Q
　　（yearS）

pre　　25　　32
post

pre　　27　　31
post

pre　　28　75
post

pre　　28　　44
poSt

pre　　30　29
post

pre　　37　　37
post

pre　　54　　35
post

Height

（Cm）

143．2

143．5

160．1

160．4

147．9

148．3

140．6

141．1

156．6

157．5

156．9

157．1

161．0

160．9

Mean　pre　　32，940．4152．3
（SD）　　　　　（9．51）（14，83）（7．70）

　　post　　　　　　　　　　　　152．7

　　　　　　　　　　（7．63）

Weight
（kg）

42，0

38．5

66，5

68．8

53，！

52．0

46，5

51．6

72，5

69．9

72，6

71．O

56，9

55．3

58．6
（11，38）

58．2
（1！、29）

L．B．M

（％）

85，4

87．O

68，1

68．7

73，5

77．5

75，3

74．7

70，5

75．O

64，9

68．4

80，7

83．5

76．1
（6．62）

87．2
（8．04）

T．B．F

（％）

14，6

13．0

31，9

31．3

26，5

22．5

24，7

25．3

29，5

25，O

35，1

31．6

19，3

16．5

25．9
（6．62）

23．6
（6．46）
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表2に示した。被検者は，青森県下の某精神薄弱

者更生施設に在籍する者で，男子9名，年齢
21～49（平均34．6±9．8）歳であった。これらの被

検者のI．Qは，22～51（平均33．7±8．01）であっ

た。女子は7名で，年齢25～54（平均32．9±9．31）

歳で，I．Qは29～75（平均40，4±14，8）であり，合

計16名であった。被検者には，精神薄弱，てんか

ん，ダウン症等の疾病を有しているが，測定に応

じられる者を選択した。

　2．トレーニング条件

　精神遅滞者は，一定の運動を持続させることは

困難であると考えられるところから，準備運動，

ランニング，音楽を使用したリズム運動，サッカ

ー（2人1組のドリブル），鬼ごっこ，なわとび，

自転車こぎなどの全身的複合運動形式で行なった。

運動強度は，できる限り最大努力（全力）で行な

うようにさせた。また，一回の運動時問は60分で，

頻度は週3回であった。また，トレーニング期間

は4ヶ月とした。なお，トレーニングの実施にあ

たっては，被検者の動機，意志の継続をはかるた

めに専門の教師が男女各2名ずつ合計4名が常に

担当した。また，遊戯性をとり入れ，被検者があ

きないように配慮した。

　3．メディカルチェック

　あらかじめ被検者の疾病歴およびI．Q（鈴木一ビ

ネー式知能検査法）を調べ，現状を把握した上で，

血圧，心電図検査によるメディカルチェックを行

なった。測定時には恐怖感をとりのぞくため担当

教師による被検者の精神安定をはかって実施した。

　4．測定項目およびその方法

　1）形態測定
　　①身長，体重，胸囲，皮下脂肪厚の測定

　　　　皮下脂肪厚は上腕三頭筋中央部（Arm）と

　　　肩甲骨下縁部（Scapu1ar）について測定した。

　　②　身体組成の算出

　　　　身体組成の算出は，Nagamine　and
　　　Suzuki24〕による方法で，身体比重（Density：

　　　D）は次式から算出した。

　　　男子：D＝1．0913－0．00116X

　　　女子1D＝1．0897－0．00133X

　　　　　　（X＝Arm＋Acapu1ar）

また，体脂肪量（T．B．F．）はBro差ek7〕の式

　　（4，570）
（身体比重（D）■4’142）X100

に代入して求めた。また，体重から除脂肪体重（L．B．

M．）を算出した。

　2）・最大酸素摂取量（VO．max．）の測定

　最大酸素摂取量の測定はモナーク社製の自転車

エルゴメーターを用い，男子は180kpm／minから毎

分ごとに180kpmずつ，女子は90kpmずつ増加させ

る漸増負荷法を用いた。呼気はダグラスバッグ法

により，運動開始時から運動終了時まで1分毎に

連続採気した。呼気分析についてはBeckmanガス

分析器（CO。：OM11型，O。：LB－2型）によりおこ

なった。最大酸素摂取量の測定の場合も担任教師

をはじめ複数の教官がつきそい，精神遅滞者であ

るその個人が漸増していく負荷にたいし，途中で

運動を放棄させることないよう配慮した。そして，

運動のレベルおよび精神状態から疲労困懲
（Exhaustion）に到達しているものかどうか確認

しながら行なった。心抽数の測定は胸部誘導でテ

レメーター法により連続的に行ない，電極の誘導

はCV。とした。全ての測定はトレーニング前後につ

いて実施した。

　l1結　果
　1．トレーニング前後の形態および身体組成の

　　　結果

　トレーニング前後における身長，体重およびL．B．

M．とT．B．F．の身体組成の結果を男子の場合は表1．

に，女子の場合は表2、に示した。

　表1．から男子の結果についてみると，体重の平

均値では54．3kgから53．1kgと1．2kgの減少を示した

が，統計的有意差はなかった。しかし，被検者の

中には，T．S．が6．6kg，M．S．が4．8kgと著明な減少を

示し，また，T．I．は逆に8．4kgの著しい増大を示し

た。T．B．F．においては，いずれの被検者にも若干

の変化はみられるものの平均値では，12．5％から11．

5％とわずふな減少を示した。これは5％水準で有

意であった。

　表2．から女子の場合についてみると，体重では

個人的にはT．T．が2．3kg，M．T．は5．1kgの増加で

はあったが，他の被検者は2～3kg減少を示す者

が多くみられた。平均値では，58．6kgから58．2kgと

変化はなかった。T．B．F．は被検者M．T．がわずかに

増加傾向を示したが，他の被検者は減少した者が

多く，平均値では25．9％から23．6％と減少した。こ

れは，5％水準で有意であった。

　2．最大運動時における呼吸循環機能，およぴ
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' ~7 ;~ -? ~/ ;~ (Exhaustion time) ~),~'~~~; h ~ / ~7 ~,J56~/mm h ~-~ )/ 7'f'~~65~/min ~ 
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~ -7 ~/ ;z.(7),~"(~~~:I~, ~}{l~)*~~~A" I~~~3. iC , ~~f O.Removall~40.6m~/~~>~39.Im~/~~~~'.'~~'(~~~t~~~> 

I~ i~4 . Ic ;~ tL ;~~tL~f; L ft . O ft . HRmaxi~ 180beats/min~~ Ji ~~ ~;t ~ ~) I ~ 1 

C~;~~)~~~~A.] VO,max.~)~~~~(~~:il~Llc~~v･Ci~, ~Fi ~if i~~ 170-180beats/mina)~~~3~i, ~~ ~ i~~ 

~,-~4~~i~~~l.84~/min ~> ~l.96~/min ~0.12~/min (7) ~L~~T~ I~:= ~{~iv･~~i~l30beats/mmc7)~~f~~ 2 

tl~~~D~', 6.0%~)~f*~D~~)O ft. L~> L , ,*~,~-~'"'~'-+~~i ~;~ ~tLft.~z~._~f~~~L~i~ h 1/-~ / ~7 ~,jl62beats/ 

i~;~~~~~~I~f~c~>-~:.tO,max.lkgl~, ~~~~~f 9 ~~i min, h ~-*~/7'rf'~~l65beats/min~~;L , l･ ~-

H~!J~*~~Lft ~ (7)~~35.2%, 27.5%, 19.7%, 35.2 ~)/~~'rf'~~~~~'･~~'f~l~t~c~>O f~.RQl~ h ~-~~~ 

%~~~~Hy~~:~c~~f*)~~~~~~t~(7)~~4~;~~tLft~~, 5 ~~~'l.06, h ~ - ~ )/ ~'rf*~~l.13~~ ~; L ~:. 

%~~~~lc7)'~*_' < ~l)~~>c7)~~1*~~i~~) ~ ~)~~ 5 ~;~~ ~ ~Lft. Exhaustiontimel~, h ~-~~/ 7~ 6 'O1"~> ~ h 

~Fi~.-~4u~~~:~l~, 34.Im~/kg/min~> ~ 37.6m~/kg/min ~-~~~/~7~~j~l~ 6 47"~~;T; L 5 %7~~~~~:;~r=* f~~f 

~i~T; L ~ ~ ;~~ f~~I ;~r~~:i~7~~~~>O /t.VEmax.f~ ~D~~) O ~:. 

Table 3. Physical responses to the maximum work load at pre 

and post physical training(male) 

Sub j . V02max, V02max./weight VE,max, 
(1/mim) (ml/kg/min) (1/min) 

A.F pre I . 36 
post I . 45 

T .1 pre I . 43 
post I . 50 

T.S pre 2 . 09 
post 2 . 51 

Y.Y pre I . 78 
post I . 77 

H.K pre 2.36 
post 2 . 21 

Ta.N pre 2.03 
post 2 . O1 

M.S pre 2 . 17 
post I . 98 

To.N pre 1.89 
post 2 . 38 

T.A pre I . 42 
post I . 87 

pre I . 84 

Mean (0.343 ) 
(SD) post 1.96 

(0.343 ) 

29 . 5 

32 . 8 

23 . O 

21 . 3 

34 . 9 

47 . 2 

36 . 4 

36 . 6 

41 . 1 

39 . 5 

44 . 1 

44 . 9 

39 . 5 

39 . 5 

32 . 4 

41 . 3 

25 . 9 

35 . 3 

34 . 1 

( 6.65 ) 

37 . 6 

( 7.16 ) 

42 . 2 

51 . l 

45 . 8 

46 . 7 

62 . 4 

74 . 7 

57 . o 

49 . 9 

81 . 1 

79 . O 

76 . 5 

88 . 4 

49 . 5 

46 . 3 

57 , o 

94 . 6 

32 . 8 

54 . 6 

56 . 03 

(14 .79) 

65 . 03 

(18 . 04) 

O,Removal 
(ml/1) 

38 . 6 

35 . 2 

37 . 5 

40 . l 

40 . 

41 . 

4
 
7
 

37 . 7 

44 . 2 

34 . 9 

34 . 8 

31 . 

28 . 

o
 
3
 

53 , o 

53 . 2 

40 . 

31 . 

o
 
3
 

52 . o 

42 . 7 

40 . O 

( 6.91 ) 

39 , l 

( 7,12 ) 

HR max. O pulse Exhaustion R,Q 

(beats /min) (ml/beats) time(min) 

168 

166 

132 

l 46 

185 

186 

154 

162 

176 

184 

175 

168 

176 

164 

158 

167 

134 

140 

8.1 

8.7 

10 . 8 

10 . 3 

11 . 3 

13 . 5 

11 . 6 

10 . 9 

13 . 4 

12 . O 

ll . 6 

12 . O 

12 . 3 

12 . 8 

12 . O 

14 . 3 

10 . 6 

13 . 4 

162 11 . 30 

( 17.9 ) (1.38) 

165 11 . 99 

( 1.4 ) (1.67) 

1 . 08 

1 . 14 

1 . 10 

1 . 02 

l . Il 

1 . 18 

1 . 08 

1 . 12 

1 . 03 

1 . 20 

1 . 20 

l . 17 

O . 94 

1 . O1 

1 . 07 

1 . 15 

O . 94 

l . 18 

5'05" 

6'oo" 

5' o o " 

6'oo" 

8'oo" 

8' o o " 

6'oo" 

6'oo" 

6' 3 o " 

7'oo" 

7' 3 o " 

7'30" 

7'oo" 

7' o o " 

6'oo" 

7' 3 o " 

3' o o " 

6' o o " 

1 . 06 6'O1" 

(O.078 ) ( 1'26") 
l . 13 6'47" 

(O . 0675) ( 45" ) 
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Tab1e4．

Subj．　　　寸O，max．寸O，max．ンweight

S．K　pre

　　post

T．T　pre

　　post

Si．K　pre

　　post

M．T　pre

　　post

E，1　pre

　　post

H．K　pre

　　post

K・Y，＝．Pre．

　　post

pre

Mean
（SD）　Post

（1／mim）

1，03

1．05

1，43

1．’41

1，40

1．41

1，09

0．97

1，83

1，80

1－53

1．57

O．80

0．93

1．30

（O，322）

1．31

（O，306）

（m1／㎏／min）

24，5

27．3

21，5

20．5

26，4

27．1

23，4

18．8

25，2

25．8

21，1

22．1

！4，1

16．8

22．3

（3，791）

22．63

（3，879）

Physica1responses　to　the　maximum　work1oad　at　pre

　and　post　physical　training（female）

VE．岬x．
（1／min）

39，1

40．4

48，6

46．6

52，6

62．O

4身．7

34．8

67，4

65，3

65，2

65．O

．28，4

32．7

49．1
（12．96）

49．5
（工3．29）

02Removal
　（m1／1）

31，8

32・5、

35，4

37．6

32，1

28，4

30．8，

34．5

32，7

34，4

28I3

30．2

34，0

35．4

32．2

（2．11）

33．3

（2，92）

HR　max．　O　pulse

（beats／min）（m1／beats）

160

158

142

147

169

152

168

146

155

165

162

147

119

117

154

（16，4）

147

（14．O）

6．4

6．7

10．8

9．6

8．3

9．3

6，5

6．6

1！．8

ユO．9

9，4

10．7

6．7

8．O

8，6

（2．02）

愁．一8

（1．64）

R，Q

O．93

0．98

O．99

0．96

1，06

0．99

1，08

0．97

1，08

1．13

1，17

1．02

O．90

0．99

1．03

（O．088）

1．01

（O，054）

Exhaustion

time（min）

4’30”

6’OO”

5’30”

7’00”

6’00”

7’OO”

5’00”

6’OO”

5’30”

6’OO”

8■OO”

！0’OO”

3’OO”

4’OO”

5121”

（1’24”）

6’34”

（1’41”）

〔女子の場合〕VO．max．の絶対値は，トレーニン’

グ前1．30尼／min，トレーニング後は1．31尼／min．を示し，

ほとんど変化はみられなかづた。また，VO．ma支．／

㎏においても23・3m尼／㎏／甲inから22・6m尼／㎏／min

を示し，変化がなかった。VEmax．は49．1£／minか

ら49．5尼／minとほとんど変化はなかった。HRmax．

はトレーニング前で160beats／minレベルの者が4

名で，最も低い者では119beats／minであった老が

1名みられた。平均値では，トレーニング前154beats／

min，トレーニング後147beats／㎜inで明らかな変化

はなかった。RQは同様に，その前後で1．03，1，01

を示し，共に1．O以上の値を示した。また，

Exhaustiontimeは，全員に増加がみられ，平均値

では，トレーニング前が5’21”，トレーニング後が

6134”で1123”の増加を示した。これは0．1％水準

で有意な増加を示した。

　3．最大下運動における呼吸循環機能の変化

　最大下運動から最大運動に至る一HR，VO。，VE

の変化には、4つのタイプがみられ，その変化を

図1，努，吾3＝，，4に示した。図1は，最犬下同一

負荷に対しHRは低下するが，VO・，VEは変化し

ない場倫で；男子4名，女子2名にみられた。図2は，

VO。，V駐1が図1の場。含と同様，最大同一・負荷に対

し変化はないが；、孤Rは反対に増大する場含であ

る。このタイプには，男子3名，女子3名がみら■

れた。図3はHR，VO。，VEが最大下同一負荷に

対し，共に低下する場合で，これには男子1名，

女子2名がみられた。図4は，HR，VO。，VEが

最大下同一負荷に対し，共に増大する場合で，こ

れには男子1名がみられた。

　lV　論　議

　はじめに，精神的遅滞者のVO．max．を考える場

合，その定義が重要なものとなろう。今日，呼吸

循環機能の生理的上限を示すVO．max．を見る場

合，その方法がトレッドミルまたは，自転車エル
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ゴメ」ターを使用した場合であっても，HRは
180beats／min以上4〕5〕一，又はRQ．は1．o以上6’9’宮1〕，

乳酸値は80mg／dルベルに到達している8’13〕ことが，

条件として考えられている。浅野たち2〕の報告では，

平均I．Qが51．4の精神的遅滞者8名のVO．maxは，

いずれの項目をもほぼ満足したとしている。しか

し，草野たち25）によれば，必ずしも上記の3項を湾

足することは’なく，HRmaxは180beats／min以下で

疲労困懲に準することをみている。しかも，号れ

らの状態でのVO。の最大値を，従来の健常者のVO．

max．の場合と定義を異にし「Peak　VO・」とし

て検討している。しかしながら，本研究の場合，被

検者本人ができる眼りの努力をし，測定検者や担

当教師カ嘩情や運動能力から，疲労困懲と判断し

て運動を中止させ牟にもかかわらず，HR㎡axは

180bests／min以下の場合が多く見られた。しかし，

一クにおいては，RQは明らかに1．O以上，或停そ

れに近い状態にある。こρ点に関しては従来？VO・

maX．の基準を満足している。．こうしたことから

考えるならば，本研究で行った被検者のように，I．

Qが低く（男子33．7，女子40．4，ただし女子の場合

I．Q75の1名を除けば平均I．Qは34．7となる），精

神遅滞のレベルが比較的重度にあるときは，

HRmaxがかならずしも180beats／min以上になくて

も，エネルギー代謝の面から身体運動が最も活動

的になり，その限界域に入ったことを示すRQがそ

の重要な指針と考えられよう。従って，精神遅滞

者の場合，その最大努力によった最大O。摂取能で

あれば，3つの基準を全て充足しなくても，それ

はVO．maxと考えていかなければならないであろ
う。

　次に，精神的遅滞者の体力について一般正常群

との比較を試みたい。

精神的遅滞者の中で，形態や体力や運動能力にっ

いては，これまで多くの報告の中でみられるがそ

の中で，はじめに，矢部たち39〕は，形態面ではほぼ

正常者に近く，体格は普通高校生徒の86～96％に

達していると報告している。しかし，精神遅滞者

の形態でも，正常者よりは劣位にあるとする結果

も報告28’36〕されている。

　また，運動機能面では，全般的に低水準にある

ことが指摘されている24〕。矢部たちは更に，体力診

断テストでは，普通高校生徒に対し41～66％まで

しか達していない。すなわち，形態面では約10％

の差異にすぎないが，機能的な面では40％以上の

差異になると報告している。又，野村たち32〕は，

VO．max／kgに関してみると，8～17歳までの精

神薄弱児の値は，いずれの年齢群においても，対

照群とした正常児よりも低いことを述べている。

また，吉沢たち40〕もPWC170／㎏の値もVO・max／

kgの値も正常児の対照群に比較しても，1％水準

で低いことをみている。本研究の緒果，VQ．max／

kgはトレーニングの前値からみれば，男子34．1m氾／

kg／min，女子22．3m£／kg加inを示し，一般人の

値34〕からみて，それぞれ78％，72％にしか相当して

いない。すなわち，22％，27％低下してい一ること

を示している。Colemanたち8〕は，年齢15～25歳に

ある青年男子の精神遅滞者の場合，身体作業能力

（Physical　work　capacity）は同年齢同性の非精

神遅滞者の場合よりも20～30％低いと報告してい

る。このような結果からみれば，中年の精神遅滞

者の場合であっても，低下の割合（低下率）は青

年期の場合とほぼおなじ程度であ・ると思われる。

しかしながら，こうした低下の理由としては，こ

れまでの報告のように，日常生活の量と質の低

下38〕，課題の理解の不十分さや意欲のとぽしさ38〕，

運動様式や運勲場面に対する恐怖心22〕，過保

護22・40〕，放任22〕，VO．max．の測定などに関しては，

負荷に対する継統能力の不思ωなどが上げられよ

う。すなわち，動機，集中力そして意志の持続と

いった精神的要因が考えられよう。そして，第2

の因子としては，理由は種々考えられるが，運動

量の低下がその重要な要素として上げられる。こ

のため精神的遅滞者は，肥満であることを指摘し

ている報告23）もある。本研究で用いたSkinfo1d

Ca1iper法によるT．B．F．の算出は必ずしも妥当性を

得ないとする報告20133・冨7141〕もあるが，その程度を把

握するに有用なものであろう。本研究での被検者

のT．B．F．は，一般高校生程度I7〕であったことを考

えれば，肥満を招来せしめる程の運動不足になっ

ていないことが考えられる。仮に，運動不足であ

ったにしても，それは単に運動不足と考えるもの

ではなく，心身障害者が持つ欠損（Impairment），

能力の欠如（disabi1ity），および困難性または不利

益（handicap）という要因が相乗された活動の制

限（1imitation　of　activity）の因子によるもので

あろう。

　次に，VO．max．およびその他呼吸循環機能因子

におよぽすトレーニング効果について検討してい

きたい。すでに述べたように，VO．max．に関して
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は，日頃からのトニレr示ング期問中声転早エルブ

メ．一夕一を揖き、自申1こ練習させて不安感牽ξ1α

㍗ぞき，また，測牢時には担当教師によるかけ声

や指導により，，かなつ精神的にリラックスさせた

l1木輯でおこ幸った。従？て■，揮労困懲となるよう

宇環木軍即寺でも！被検者はその運動に対し嫌題

感予堆樺感を示すことは＝なく，積極的にしてかつ

そg最大眼まで運勲・を持続し，通常の健常者ρ場

合ξ停ぽ同様ρ時点で，．箪動を中止するこ■ξがで

きた♂レ牟し卒研究の結果。・トレー干ング後にお

いて，VO．m弓x．／隼gゲ増大を示したものは男子9．

名中4名で残りの5名は変化グなかった6また，

卒子1事7．名中1宰であp，全体的には男女共にト

ヒ丁ニィグ郎麦で変化なく。一有意差律な牟った。

男子の場合ジVO．maxが増加した4．名の増加率は

牡4％で，これまで報告1118119・子6127）された健常な成

人早子の増卯卒を上まわる・ものであっれしカコも・

この増加はVEmax．によるもので，これについて

も三作までの報告27〕と一致した。また，パフォーマ

ンスと．してのE曲austiρn　timeも3名は増加してい

る。．すなわち，精神遅滞者の中年者においても，

トレー；ング効果がみられる場合，正常者の場合

と”ほぽ同じ傾向が観察さ．れる。しかし，HRmax．

についてみると，トレーニング前後とも1琴0beats／

min以上の者は1名だけで，残りの2名は160beat§／

minレベルで疲労困檸となっておワ，他の1・名は130

～140beats／minで運動を中止している。RQが

1．10～1．20の問にあり牟がらも，耳Rmaxの値から

みてト、レーニング前後でほとんど同じ状態で疲労

困懲に宮ったことを勘案すれば，最大揮動におけ

る生理的反応は｛正常者の場合と違い，、・精神遅滞

者個有の特徴を有しているものと考えられる。従

って，正常者と同一の基準で考えるζとはできな

いことを意味するものであろう。そして，トレー

ニング坤果のなか？た他の5名において1キ，トレ

ーニング後のHRmax・の値が増加した考，また，減

少した者など個人差がみられている。HRmax．が増

大した者は，トレー一ニングにより身体運動能力が

活性化され，，また心理的限界の向上もあったもの

と思わ仁る。そして，、HR仰ax．が低下した者ドお㍗

ては，VO・m早x！kgが同値gことから，干ネルギ

ー代謝面でトレーニング前のレベルを維持したが，

さらにそれ以上の身体的限界まで追い込むといっ

た心理的な因子の向上がながかったのではないか

と考えられるgまた，女子についてみると，VO。

max．，が増加したK．．Y．（54歳）の場合は，VO．

max．は14・1m名／kgカ帖16．8叩児／kgと16．3％の増加

を示した。．このト！丁干ング後の値は，正常茸一

般の同年考の値と比較して74％に相当している。

こうしむ’改善は・パフォrマンスの向↓に㍉影

響している。これは心理的限界の向上と共に，VE

の増大から呼吸系の改菩も生じたことによるもの

であうう。しかし，．全体では；、男女ともトレーヌ

ング効果はみられなかったが，これはトレ■ニン

グをおこなづても，1結果的には呼吸循環率に刺激

を与えるまでの質と量に，、あるいは，動機や集中

　　　　　　　　　　　　　　　．Ma！e

言50　　　　　　　　　　oPre一丁
ミ　　　　　　●■　●Post斗’1

・・1↑

20

Fig5．

岸

も30
ミ
…
≡
1

箒
E20
δ’
・＞

1O

Fig6．

O
●

20　　　－　　30　　　　　　ム0　　　　　　50

　　　　　　　．・工。Q．

Re1ationships　between　I．Q，and　maxima1

・・y虹i・・デk・（m1／トg／mi・）・tp・…d

post　physicai　training　in　nユale

　　　　　　　　　　Female

　0
8ら

　8

●

↑
O

↑
○

o　Pre一T
o　Post一丁

　←一一÷一」・1→←一30　　　’I　40　　　　　　50　　　　75

　　　　　　　I．Q，

Re1ationships　betwe6n　I．Q．and　maxima1

oxygen　ihtake。（mユ／kg／min）at　pre　and－

post　phy§ical　training　in　fe1T1al1



一189一

力といった精神的賦活を導出できなかったことに

よるものかも知れない。更には，I，Q．との関連も生

ずるかも知れない。

　次に，I．Q．とVO．max．の関係について検討した

い。これまで，I．Q．とVO．max．との間には相関が

ないとする者32），また相関があるとする者など25！35〕

結論は得ていない。図5と6は，本研究の結果か

ら，I．Q．とVO．max．の関係を男女別にしてみたも

のである。○印はトレーニング前，●印はトレー

ニング後を示しているが，男子の場合，トレーニ

ング前後でr＝．0496，　r＝O．480で有意な相関関

係は得られなかった。すなわち，I．Q．とVO．max／

kgの関係はないと推察される。しかし，男子のト

レーニング後の値から検討して，I．Q．が50の1名を

除けば，I．Q、とVO・max．／kgとの回帰直線はy＝

1，003x＋5，777となり，r＝1．00を示す傾向にあ

り，極めて高い相関をみることになる。こうした

点からみれば，少数例からの検討ではなく，今後

更に多くの症例から検討しなければならないであ

ろう。また，I．Q．とトレーニング効果の発現のしか

たについてみると，IlQ．が低くてもトレーニング効

果がみられる場合や，I．Q．が高くてもトレーニング

効果の発現をみていないものなど個人差がみられ，

一定の傾向は有していない。全体的にみても，VO．

max．／kgの平均値に増加はみられなかったことを

みれば，結論の一つをまとめると，I．Q．が低い重度

の精神遅滞者の場合，トレーニング効果は得られ

ない可能性が大きいと考えられよう。しかし，今

後更に検討が必要であろう。

　次に，トレーニング効果に関する男女差につい

て検討していきたい。すなわちVO．max．／kgの増

加卒からみれば女性という特性から男子に比較し，

トレーニング期問中における活動のレベル，およ

び測定に対する心構え，動機などすべてに消極的

な姿勢が倍加され，トレーニング効果の発現をみ

るまでには至らなかったものと推察される。

　次に，最大下同一負荷に対する反応のしかたを

検討すると，図！の場合のように，HRmaxが低下

する場合，或は，図3にみるように，HRばかつで

なく，VO・やVEの低下のみられる場合がある。

HRmaxの低下は，おそらく一回抽出量の増大が考

えられようユ2114118〕。近年，超音波心エコー図法によ

る左室内径のトレーニング効果についても検討さ

れているが，左室拡張終期径（Left　ventricu1ar
end－diastoIic　dimension：Dd）の拡」大，および左

室収縮終期径（Left　ventricu1ar　end－systo1ic

dimension：Ds）の短縮が報告され，単に一回拍出

量の変化だけでなく，左室内腔の増大m・ユ1〕を生じて

いることも考えられよう。その上，さらにVO。，VE

の低下が関与した場合，最大下同一負荷に対する

エネルギーの低下が考えられ，より少ないエネル

ギーで運動が可能になったことを示すものであろ

う。また，図2，図4のように，最大下同一負荷

に対しHRの増大，或はVO。，VEの増加がみられた

ことは，精神遅滞者というこれまでの不活動性か

らくる機能の低下，或は萎縮といったものが，ト

レーニングという運動の継続により刺激され，身

体機能のより活性化への傾向がみられたものと思

われる。芳賀たち15〕Haga　eta116〕は，高齢者を対

象として4ヶ月間の全身持久性トレーニングを行

なった結果，同様に最大下負荷に対し，トレーニ

ング後にVO。の増加を観察している。おそらく，精

神遅滞者という点から，身体的な面では，高齢者の場

合と類似の傾向を有しているのかも知れない。

V　結　語
1）本研究は中年に相当する精神遅滞者の全身

持久性トレーニングの効果を検討することを

　目的とした。その中でこれまでの報告よりも

年齢が高い中年層の場合の検討，I．Q．が低く，

比較的重度の場合のトレーニング効果の検討，

および性差の検討をねらいとした。

2）被検者は，青森県下の某精神薄弱者更生施設

　に在籍する者で，男子9名，年齢21～49（平均34．

6）歳，I．Q．22～51（平均33．7）と女子7名，年

齢25～54（平均32．9）歳，I．Q．29～75（平均

40．4）の合計16名であった。

3）トレーニング条件は，期問は4ヶ月，週3回で，強

度は最大努力で運動をするようにさせ，1回の運

動時問は60分，運動は種々の全身持久性を主体

　とする複合運動様式であった。

4）結果についてみると，体重はトレーニング後

変化はなかった。

5）最大運動時におけるVO．max．／kgは，男子

の場合，増加したもの4名，変化がなかった

　もの5名であった。平均値は34．1m尼／kgから37．

6m氾／kgと、10．3％増加したが，統計的に変化は

　なかった。また女子は7名中6名に変化はな
　く，’VO，max．／kgの平均値は23．3＾尼／kg，221

6m尼／kgとほぽ等しい値を示し，男女ともトレ
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